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 みなさま、新しい年をいかがお過ごしでしょうか。 

 今年は午年、人の意見に耳を傾けないのは「馬の耳に念仏」。

隠していた本性や悪事がばれることは「馬脚を現す」。 

 日本を米国といっしょに戦争する国にしようと本性をあらわ

にし、国民の声を聞かず、多数を頼みに秘密保護法など、悪法の

数々を強行した安倍政権。 

 東日本大震災と原発事故から２年１０ヶ月。安倍政権は、「完

全にブロックされている」という汚染水問題の発言も撤回せず、

消費税増税と社会保障の負担増、復興の努力を水の泡にする TPP

交渉を進めています。 

 安倍政権の暴走に対して、各界、各層から多くの人々の反対の

声が広がっています。これは、国民の「政治をよくしたい」とい

う願いの表れであり、平和と民主主義を求める巨大なエネルギー

を日本国民が持っていることを証明するものです。 

 日本共産党は、安倍政権の暴走に真正面から対決するととも

に、様々な分野の国民運動との共同を強め、政治の流れを変えて

いくために、全力をあげて奮闘します。 

 ２０１４年１月 

         みなさん。あたらし年をいかがお過ごしでしょうか。昨年はみなさん

にご支援いただき、元気に活動をつづけることができました。 

         今年も市民の願いにこたえ、くらしを支える市政をめざし、みなさん

と力を合わせ全力でがんばります。 

         社会保障の改悪が相次ぐなか、負担と痛みが押しつけられ、地域の雇

用も経済も明るい兆しが見えないなか、４月からは消費税が５％から

８％へと引き上げられます。 

            くらしも地域経済も苦しい時に消費税を引き上げることは、市民のく

らしと地域経済に打撃を与え、くらしはますます苦しくなるばかりです。 

こ   こうした時だからこそ市政が、「市民のくらしを支え安心してくらせるまちづくり」をす

すめることが必要です。 

    今年もみなさんの願いを、まっすぐ市政にとどけ、み 

なさんの身近な相談相手として、全力でがんばります。 

 今年もみなさんのご支援、お力添えをお願いいたしま 

す。 

 大東議員は１２月定例市議会の一般質問で、３人

目以降の子どもの保育料を無条件で無料にするよう

求めました。 

 市長は、「さらなる財政負担を伴うことから、現行

制度（同一世帯で小学校３年生以下の児童が３人い

る場合３人目の子どもの保育料は無料）で対応せざ

るを得ないが、他市の状況なども勘案し、検討した

い」と答えました。 

 大東議員は、子育ての負担を軽減し、子育て支援

を充実させるためにも３人目以降の子どもの保育料

を無条件で無料にするよう重ねて求めました。 

 市長は、「きちんと受け止め、検討していかなくて

はならない」と前向きの考えを示しました。 


